

























長瀬米蔵教授は，札幌旭丘高校の校長を ご退職後， 1年の非常勤講師を経て， 46年より
教授， 49年故正井竜士教授の後を受けて，初等教育学科の科長となった。倫理学，道徳教育の
研究および英語を担当。また教職委員長と して，毎年繁雑な仕事をよく消化された。その
ことに当るや，まごとに慎重 ・細心であることは，氏の人格を反映するものとして尊敬を受け
た。
倉島繁教授は，江別市教育委員会教育長の職をご退職後， 49年より勤務された。 20年に近い
師範学校間属小学校教諭，小中高校の校長としての教育経営，教育長としての行政官としての
豊かな経験を土台に，教育実習，教材研究体育，保健体育科教育法などを担当。氏は体育クラ
ブの指導にも自ら当たられるという熱心さで教育への執意そのものであった。
それぞれ独特の個性によって，大きく本学の教育ならびに研究に対して寄与されたことを感
謝するとともに，今後のーそうのご自愛を祈るのである。
